
NO.102 （8）日 高 市 議 会 だ よ り

子
ど
も
の
体
力
低
下
に
対
す
る

課
題
と
対
策

�

橋
本
　
利
弘

高
麗
川
駅
東
地
区
の
整
備
に
つ
い
て

�

清
水
　
孝
晏

一
般
質
問
の
要
旨

夢
の
実
現
に
向
け
て

頑
張
る
子
ど
も
た
ち

改
良
さ
れ
る
幹
線
6
号
交
差
点

問　

学
力
向
上
に
は
体
力
が

必
要
と
思
う
が
考
え
は
。 

答　

有
酸
素
運
動
を
行
う
こ

と
に
よ
り
大
脳
の
発
達
が
促

進
さ
れ
、
記
憶
力
の
向
上
や

体
を
動
か
し
た
直
後
は
物
事

に
集
中
で
き
る
時
間
が
長
く

な
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
、
知
・

徳
・
体
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子

ど
も
を
育
ん
で
ゆ
く
。

問　

人
生
の
成
功
に
重
要
な

非
認
知
能
力
の
醸
成
は
。

答　

非
認
知
能
力
と
は
目
標

に
向
っ
て
頑
張
る
力
、
他
人

と
う
ま
く
関
わ
る
力
、
感
情

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
な

ど
人
間
の
内
面
の
力
を
意
味

し
て
い
る
。
非
認
知
能
力
を

育
む
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ

り
、市
の
目
指
す
子
ど
も
像
、

し
な
や
か
に
、た
く
ま
し
く
、

未
来
を
拓
く
、
日
高
っ
子
を

め
ざ
し
、
豊
か
な
心
と
健
や

か
な
体
の
育
成
の
た
め
、
文

部
科
学
省
の
委
嘱
研
究
を
通

し
て
人
権
教
育
を
推
進
し
、

問　

昨
年
行
わ
れ
た
住
民
説

明
会
後
の
事
業
の
進
捗
状
況

は
。

答　

幹
線
６
号
の
交
差
点
部

分
の
物
件
補
償
調
査
、
都
市

計
画
道
路
の
予
定
地
の
不
動

産
鑑
定
評
価
及
び
用
地
測
量

を
行
っ
た
。

問　

今
年
度
予
定
し
て
い
る

事
業
内
容
は
。

答　

市
道
幹
線
６
号
の
交
差

点
部
分
の
物
件
調
査
を
実
施

し
た
地
権
者
の
用
地
買
収
及

び
移
転
補
償
を
予
定
し
て
い

る
。

問　

今
年
度
予
算
の
土
地
購

入
費
及
び
補
償
費
の
対
象
の

内
容
は
。

答　

高
麗
川
駅
東
口
通
線
と

幹
線
６
号
の
交
差
点
改
良
に

伴
う
交
差
点
部
分
の
拡
幅
用

地
の
取
得
及
び
そ
れ
に
伴
う

物
件
補
償
を
予
定
し
て
い

る
。

問　

市
道
幹
線
６
号
か
ら
駅

道
徳
教
育
を
充
実
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
教
育

な
ど
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。

問　

幼
い
体
が
老
化
し
て
い

る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

成
長
期
か
ら
正
常
な
運

動
器
の
発
育
を
助
け
る
と
共

に
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
を
予
防

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
学

校
に
お
け
る
運
動
器
検
診
に

お
い
て
異
常
を
早
期
に
発
見

し
、
整
形
外
科
医
で
適
切
な

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
学
校
医
の
観
察
に

よ
り
運
動
器
の
異
常
の
早
期

発
見
に
努
め
て
い
る
。

問　

学
校
現
場
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
連
携
に
よ
る
子
ど
も

の
体
力
向
上
の
取
り
組
み

は
。

答　

子
ど
も
の
体
力
向
上
に

向
け
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
協
力

は
教
育
効
果
を
上
げ
る
う
え

で
大
変
有
意
義
で
あ
る
。
学

習
指
導
要
領
や
年
間
指
導
計

画
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
な
く

新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
場

前
広
場
ま
で
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

今
年
度
か
ら
幹
線
６
号

と
の
交
差
点
部
分
の
用
地
の

取
得
を
始
め
、
交
差
点
か
ら

駅
に
向
か
う
道
路
右
折
帯
を

含
む
用
地
の
協
力
を
得
ら
れ

た
地
権
者
か
ら
取
得
す
る
予

定
で
あ
る
。

問　

東
地
区
を
含
む
、
駅
周

辺
の
地
域
は
、
日
高
市
立
地

適
正
化
計
画
で
ど
の
よ
う
な

位
置
付
け
と
な
る
の
か
。

答　

駅
周
辺
の
地
域
は
市
街

化
区
域
で
居
住
誘
導
区
域
と

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
都

市
機
能
誘
導
区
域
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
病
院
、
商
業
施

設
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
分

布
状
況
を
精
査
し
、
区
域
を

検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

駅
東
口
及
び
都
市
計
画

道
路
の
整
備
が
目
に
見
え
る

形
で
動
き
出
す
の
は
い
つ
頃

か
。

合
は
、
余
剰
の
時
間
な
ど
を

活
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
連

携
す
る
内
容
を
精
査
し
進
め

る
。
国
で
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
の
実
現
に
向
け
、
幅
広

い
世
代
の
人
々
が
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設

や
活
動
基
盤
強
化
事
業
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
。
市
体
育

協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
継

続
的
に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
と
連
携
し
、
国
の
助
成

制
度
が
活
用
で
き
る
よ
う
情

報
提
供
を
し
て
ゆ
く
。

答　

来
年
３
月
末
ま
で
に
幹

線
６
号
及
び
市
道
Ｂ
338
号
線

の
交
差
点
部
分
の
用
地
を
取

得
し
、
工
事
を
実
施
す
る
時

期
ま
で
は
、
将
来
的
な
道
路

形
態
で
安
全
対
策
を
施
し
て

い
く
。
来
年
度
以
降
、
整
備

に
向
け
た
事
業
用
地
を
順
次

取
得
し
て
い
く
の
で
、
事
業

が
、
少
し
進
展
し
て
き
た
と

感
じ
ら
れ
る
と
考
え
る
。


